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猜
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時
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ノ
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ノ

影
ハ
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憐
レ
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ニ
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二
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（
〽
）

雲
間
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多
々
毛
利
来
月
宇
和
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伊
和
志
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曽
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ケ
レ
ハ
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モ

興
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興
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テ

恥―
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【
釈
文
】

　

又
、
忠
盛
は
、
余
の
事
の
如ゆ

ゆ
し勇

き
の
み
に
非
ず
、
歌
道
に
取
り
て
も
艶や

さ

し
か
り
け
り
。
当そ

ノ

初か
ミ

播
（
幡
）
磨
守
た
り
し
時
、 

国
よ
り
上
洛
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
、
人
々
多
く

集
ま
り
て
、「
明
石
の
浦
の
月
は
何い

か

に
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
忠
盛
此か

く
ぞ
答
へ
け
る
。

　

〽
有
明
の
月
も
明
石
の
浦
風
に
　

波
ば
か
り
こ
そ
よ
る
と
見
え
し
か

加
様
に
読
ま
れ
け
れ
ば
、
人
々

1

優
に
ぞ
思
は
れ
け
る
。

　

又
、
忠
盛
、
祇
薗
の
女
御
に
宮
仕
ひ
申
し
け
る
中
﨟▽

九
オの

女
房
の
許
へ
、
忍
び
て
時
々
通
ひ
け
る
に
、
諸

か
た
へ

の
女
房
達
、
此
れ
を
猜そ

ね

み
咲わ

ら

ひ
合
ひ
し
に
、
彼
の
女
房
、
或
る
時
、

月
の
出
で
た
る
扇
を
持
ち
た
り
け
れ
ば
、
女
房
達
此
れ
を
見
て
、「
穴

あ
な
い
つ
く

厳
し
の
扇
や
。
其
の
月
の
影
は
何い

づ

く
よ
り
指
し
参
り
た
る
ぞ
。
憐あ

は

れ
、
出
で
所
を
知
ら
ば
や
」
と
て
、

咲
ひ
け
れ
ば
、
此
の
女
房
、
寔

ま
こ
と

に
顔お

も

緩は
ゆ

げ
に
思
ひ
な
が
ら
、

　

〽
雲
間
よ
り
た
だ
も
り
来
た
る
月
な
れ
ば
　

う
は
（
わ
）
の
空
に
は
い
は
じ
と
ぞ
思
ふ

― 80 ―
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と
読
み
け
れ
ば
、
咲
ひ
け
る
女
房
達
も
、
興
覚
め
て
恥
ぢ
合
へ
り
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
原
文
ど
お
り
に
訓
め
ば
、「
に
ぞ
優
」
と
な
る
が
、
誤
写
か
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
本
文
行
に
「
優
仁
曽
」
と
せ
ず
に
、
割
注
に
す
る
の
か
未
詳
。

【
注
解
】
〇
忠
盛
は
、
余
の
事
の
如
勇
き
の
み
に
非
ず
、
歌
道
に
取
り
て
も
艶
し

か
り
け
り
　

忠
盛
は
、
武
道
以
外
に
お
い
て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

取
り
分
け
歌
道
に
お
い
て
も
勝
れ
て
い
た
の
意
だ
ろ
う
。
や
や
表
現
が
回
り
く
ど

い
こ
と
か
ら
、
鷹
尾
純
は
、「
余
ノ
事
ノ
如
ク
勇
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
訓
み
、「
他

の
人
々
の
よ
う
に
武
勇
一
辺
倒
で
は
な
く
て
」（
五
六
頁
）
の
意
と
取
る
が
、「
如

勇
」
は
、
一
語
と
解
し
て
「
如ゆ

ゆ
し勇

き
」
と
訓
む
べ
き
で
（〈
闘
〉
に
「
如
勇
」
は

頻
出
し
、「
如ユ

ヽ―

勇シ
キ

」
の
訓
例
も
あ
る
。
巻
五―

一
一
オ
）、
鷹
尾
の
こ
う
し
た
解

は
取
ら
な
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
武
人
像
が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て

は
、〈
闘
〉
を
初
め
と
し
て
、『
平
家
物
語
』
諸
本
で
、
頼
政
が
、〈
闘
〉「
其
れ

は
武
士
の
家
な
れ
ば
如
何
は
せ
ん
。
風
月
の
逸す

き

者も
の

、
和
漢
の
才
人
に
て
、
優
に
艶や

さ

し
き
聞
こ
え
あ
り
」（
一
上―

三
四
オ
） 

と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と

な
ろ
う
。
忠
盛
に
は
、『
忠
盛
集
』
が
あ
り
、『
金
葉
集
』
以
下
に
十
七
首
入
集
。

「
金
葉
集
の
頃
ま
で
に
忠
盛
は
ひ
と
か
ど
の
歌
人
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
」（
三
八
四
頁
）
し
、
そ
の
後
も
、「
中
堅
歌
人
と
し
て
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ

存
在
で
あ
っ
た
」（
井
上
宗
雄
三
九
三
頁
）
と
さ
れ
る
。
　

〇
当
初
播
磨
守
た
り

し
時
、 

国
よ
り
上
洛
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
…
　

「
有
明
の
…
」
話
の
出
典
と
し
て

は
、異
本
系
『
忠
盛
集
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
谷

山
茂
・
高
橋
伸
幸
・
鷹
尾
純
）。『
忠
盛
集
』「
あ
き
、
は
は
き
よ
り
の
ぼ
り
て
お

は
し
ま
し
け
る
に
、
殿
上
人
人
あ
か
し
の
月
は
い
か
が
と
と
ひ
け
れ
ば
　

あ
り
あ

け
の
月
も
あ
か
し
の
う
ら
か
ぜ
に
な
み
ば
か
り
こ
そ
よ
る
と
見
え
し
か
」（『
新
編

国
歌
大
観
』
第
三
巻―

四
七
六
頁
）。
次
に
、異
本
系
『
忠
盛
集
』
を
初
め
と
し
て
、

『
平
家
物
語
』諸
本
の
記
事
の
内
、主
立
っ
た
異
同
を
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。な
お
、

〈
南
〉
は
、
本
話
を
欠
く
。

右
表
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
五
点
の
違
い
が
注
意
さ
れ
る
。
先
ず
、
①
こ
の
歌

が
詠
ま
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
異
本
系
『
忠
盛
集
』
で
は
、
伯
耆
よ
り
上
洛
の

時
、〈
四
・
闘
〉
は
、
播
磨
守
の
時
に
上
洛
の
折
、〈
延
・
長
・
盛
・
屋
・
覚
〉

は
、
備
前
守
の
時
（〈
盛
〉）、
あ
る
い
は
備
前
守
の
任
果
て
て
の
時
（〈
延
〉）、
あ

る
い
は
備
前
よ
り
（〈
長
・
屋
・
覚
〉）
上
洛
の
時
と
す
る
。
異
本
系
『
忠
盛
集
』

①
時
期

②
尋
ね
た
人

③
歌
の
上
の
句

④
勅
撰
集

⑤
位
置

忠
盛
集

伯
耆
よ
り
上

洛

殿
上
人
々

あ
り
あ
け
の
月
も
あ

か
し
の
う
ら
か
ぜ
に

×

〈
四
〉

播
磨
守
の
時

上
洛

人

ほ
の
ぼ
の
と
月
を
明

石
の
う
ら
路
に
は

×

Ａ2
＊

〈
闘
〉

播
磨
守
の
時

上
洛

人
々

有
明
の
月
も
明
石
の

浦
風
に

×

Ｂ

〈
延
〉

備
前
の
任
果

て
上
洛

院

有
明
ノ
月
モ
明
石
ノ

浦
風
ニ

金
葉
集

Ｃ

〈
長
〉

備
前
よ
り
上

洛

家
成

播
磨
路
や
月
も
あ
か

し
の
う
ら
風
に1

＊

千
載
集

Ｂ

〈
盛
〉

備
前
守
の
時

上
洛

院

有
明
ノ
月
モ
明
石
ノ

浦
風
ニ

金
葉
集

Ｃ

〈
屋
〉

備
前
よ
り
上

洛

上
皇

有
明
ノ
月
モ
ア
カ
シ

ノ
浦
風
ニ

金
葉
集

Ｂ

〈
覚
〉

備
前
よ
り
上

洛

鳥
羽
院

有
明
の
月
も
明
石
の

う
ら
風
に

金
葉
集

Ｂ

＊ 

1
　

〈
長
〉
で
は
、
続
く
記
事
で
、
『
千
載
和
歌
集
』
撰
集
の
折
、
俊
成
が
、
上
の
五
文

字
を
直
し
て
、
「
あ
り
明
の
月
も
あ
か
し
の
浦
風
に
」
と
し
て
入
れ
た
と
す
る
。

＊
2
　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
⑤
で
説
明
す
る
。
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や
〈
長
・
屋
・
覚
〉
の
場
合
も
、
忠
盛
が
伯
耆
守
あ
る
い
は
備
前
守
の
時
の
こ

と
と
す
れ
ば
、
三
つ
の
受
領
の
内
、
最
も
早
い
任
官
が
伯
耆
守
で
、
永
久
五
年

（
一
一
一
七
）
十
一
月
二
十
六
日
（
見
任
）
～
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
十
一
月

二
十
五
日
（
遷
任
）
の
頃
、
次
が
備
前
守
で
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
十
二
月

二
十
日
（
補
任
）
～
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
二
十
一
日
（
見
任
）
の
頃
、

最
も
遅
い
の
が
播
磨
守
で
、
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
十
月
二
十
四
日
（
見
任
）

～
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
二
月
二
日
（
辞
）
の
頃
の
話
と
な
る
（
高
橋
伸
幸

四
二
頁
。『
国
司
補
任
』
に
よ
り
一
部
訂
正
）。
②
尋
ね
た
人
。
異
本
系
『
忠
盛
集
』

で
は
「
殿
上
人
人
」。〈
四
〉「
人
」、〈
闘
〉「
人
々
」。
平
家
物
語
に
登
場
す
る
不

特
定
の
「
人
」「
人
々
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
有
識
者
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
程
度
の

階
層
に
昇
っ
た
人
々
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、〈
四
・
闘
〉
の
「
人
」「
人
々
」

は
、
殿
上
人
と
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
れ
程
離
れ
た
階
層
の
人
で
は
な
か

ろ
う
。
な
お
、〈
延
・
盛
〉
の
「
院
」
は
、
白
河
院
、〈
屋
〉
の
「
上
皇
」
は
、
鳥

羽
上
皇
と
解
し
て
良
か
ろ
う
。〈
延
〉
の
場
合
、
備
前
守
一
期
目
の
任
期
を
終
了

し
た
時
点
と
す
れ
ば
一
一
三
一
年
の
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
時
点
で
は
、
白
河

院
（
一
〇
五
三
～
一
一
二
九
年
）
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
羽
が
上
皇
と

な
っ
た
の
は
、
一
一
二
三
年
の
こ
と
で
、
忠
盛
が
備
前
守
で
あ
っ
た
時
に
詠
ん
だ

歌
と
解
し
て
も
、
特
に
問
題
は
な
い
。
③
歌
の
上
の
句
。「
有
明
の
月
」
で
あ
っ

て
こ
そ
、
下
の
句
の
「
波
ば
か
り
こ
そ
よ
る
と
見
え
し
か
」
が
生
き
て
こ
よ
う
。

〈
四
〉
の
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
で
は
、な
ぜ
波
ば
か
り
こ
そ
「
夜
」
と
見
え
た
の
か
、

ま
た
「
う
ら
路
に
は
」
で
は
、
な
ぜ
波
ば
か
り
こ
そ
「
寄
る
」
と
見
え
た
の
か
が

不
明
瞭
な
よ
う
に
、〈
四
〉
の
歌
に
は
改
変
が
あ
ろ
う
。
④
勅
撰
集
入
集
に
つ
い

て
。『
金
葉
和
歌
集
』
に
入
集
。『
金
葉
和
歌
集
』
は
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）

に
初
度
本
、
翌
天
治
二
年
に
二
度
本
が
作
ら
れ
た
が
返
却
さ
れ
、
大
治
元
年
乃
至

は
二
年
（
一
一
二
七
）
に
三
奏
本
が
最
終
的
に
納
め
ら
れ
た
。
⑤
こ
の
和
歌
説
話

が
置
か
れ
る
位
置
。
Ａ
〈
四
〉
は
、「
祇
園
精
舎
」
の
後
、「
殿
上
闇
討
」
の
前
に

置
く
。
Ｂ
〈
闘
・
長
・
屋
・
覚
〉
は
、「
殿
上
闇
討
」
の
後
に
置
く
。
Ｃ
〈
延
・

盛
〉
は
、
巻
六
相
当
の
清
盛
出
生
秘
話
群
中
に
置
く
。
さ
て
、
い
ず
れ
の
形
態
の

諸
本
に
古
態
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
橋
・
鷹
尾
は
、
異
本
系
『
忠
盛

集
』
に
一
番
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、〈
四
・
闘
〉
に
古
態
を
認
め
る
が
、
そ
れ
ら

の
論
は
、〈
四
・
闘
〉
が
最
古
態
本
文
と
考
え
ら
れ
て
い
た
頃
の
論
で
あ
り
、
無

条
件
に
は
認
め
が
た
い
。
特
に
〈
四
〉
の
場
合
、
歌
の
挿
入
位
置
の
問
題
か
ら
し

て
も
、上
の
句
の
特
異
性
か
ら
し
て
も
、〈
四
〉に
原
態
が
あ
る
と
は
考
え
が
た
い
。

と
な
れ
ば
、
Ｂ
か
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
原
態
を
見
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
は
、
次
の
歌
の
「
雲
間
よ
り
…
」
と
併
せ
て
考
え
た
い
。
　

〇
優
に
ぞ
　

校

異
1
に
触
れ
る
よ
う
に
、
問
題
の
あ
る
一
文
。〈
闘
〉
に
は
、
次
段
で
扱
う
よ
う

に
、
本
文
中
に
割
注
で
記
さ
れ
る
注
記
・
注
釈
的
な
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
が
、

こ
こ
は
そ
う
し
た
記
事
で
は
な
い
。
注
記
・
注
釈
的
記
事
で
も
な
い
本
文
行
の
一

部
が
、
こ
の
よ
う
に
割
注
で
書
か
れ
た
記
事
は
、〈
闘
〉
に
は
、
他
に
四
箇
所
あ

る
。
①
巻
一
上―

一
六
ウ
「
六
、
二
条
院
崩
御
事
」。
本
蔵
聖
人
の
詠
ん
だ
歌
が

「
何

モ

有
御
行

ノ

事
ヲ

今
日
／
問

ハ

今
ヲ

限
ト

聞
ソ

悲
キ

」（
／
の
所
で
行
替
え
）
と
、
割
注

の
形
で
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
、
文
末
で
余
白
が
少
な
い
た
め
、
や
む
な

く
割
注
で
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
当
該
の
歌
は
、
行
頭
か
ら
記
さ
れ
、
下
に
十

分
な
余
白
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
割
注
の
形
で
記
さ
れ
る
。
そ
れ
も
、
下
の

句
か
ら
行
替
え
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
上
の
句
の
途
中
の
「
問

ハ

」
か
ら
行
替
え

さ
れ
て
い
る
。〈
闘
〉
に
見
る
和
歌
の
内
、
こ
の
よ
う
に
割
注
の
形
で
記
さ
れ
る

歌
は
他
に
な
い
。
当
該
記
事
の
注
解
参
照
。
②
巻
一
下―

一
オ
の
目
録
記
事
。「
八

　

山
大
衆
依
（
レ
）

奉
（
レ
）

留
（
二
）

明
雲
（
一
）

法
皇
有
逆
鱗
依
之
〈
大
衆
重
遣
（
二
）

／
状
相
国
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方
（
一
）

〉」。
割
注
記
事
は
、
そ
の
前
の
「
依
之
」
に
続
く
記
事
で
あ
り
、
特
に
「
大

衆
…
」
か
ら
割
注
で
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

下
に
十
分
な
余
白
が
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
割
注
は
、
一
行
で
目
録
を
記
す
た

め
の
処
置
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
③
巻
一
下―

八
オ
「
七
、
山
大
衆
僉
議

奪
二

返
明
雲
僧
正
一

事
」。
配
流
処
分
に
さ
れ
た
明
雲
を
、
追
立
の
検
非
違
使
の
手

か
ら
奪
い
返
し
た
叡
山
の
大
衆
等
は
、
明
雲
に
早
く
帰
山
あ
る
べ
き
こ
と
を
言
っ

た
と
す
る
記
事
に
続
く
。「〈
雖
然
／
座
主
〉
今
生
再
会
今
日
永
雖
隔
（
一
）

菩
提

の

芳

契
必
可
レ

期
実
報
寂
光
之
暁
（
一
）

頓
々
帰
登
給
曰
」。
こ
の
割
注
が
、
主
語
を
明
示
す

る
た
め
の
注
記
で
な
い
こ
と
は
、「
然
り
と
雖
も
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
。

④
巻
一
下―

三
七
ウ
。「
十
九
、讃
岐
院
追
号
事
」。
讃
岐
に
流
さ
れ
た
崇
徳
院
が
、

自
ら
書
写
し
た
五
部
の
大
乗
経
の
都
へ
の
納
経
を
訴
え
た
手
紙
の
奥
に
、
一
首
の

御
詠
が
あ
っ
た
と
し
て
引
く
記
事
に
見
え
る
。「
其
状
奥
有
二リ〈
一
首

ノ

／
御
詠
一

〉」。

文
末
に
余
白
も
な
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
割
注
記
事
は
、
一
行
に
納

め
る
た
め
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
強
い
か
。
以
上
四
例
の
検
証
を
経
て
も
、
当
該

記
事
が
、
割
注
の
形
で
記
さ
れ
る
理
由
は
判
然
と
は
し
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
割

注
が
、〈
優
／
仁
曽
〉
で
は
な
く
、〈
仁
曽
／
優
〉
と
書
か
れ
る
理
由
も
不
明
で
あ

る
。
あ
る
い
は
転
写
の
際
の
過
誤
で
あ
ろ
う
か
。
　

〇
又
、
忠
盛
、
祗
薗
の
女
御

に
宮
仕
ひ
申
し
け
る
中
﨟
の
女
房
の
許
へ
…
　

先
と
同
様
に
、
以
下
展
開
す
る
当

該
歌
話
（「
雲
間
（
井
）
よ
り
…
」）
の
、
主
立
っ
た
諸
本
内
の
異
同
を
対
照
さ
せ

て
み
よ
う
。

①
梗
概
。〈
南
〉
は
、
本
話
を
欠
き
、〈
四
・
長
・
盛
〉
は
、
表
に
見
る
よ
う
に
、

該
当
歌
を
重
出
す
る
。
例
え
ば
、〈
四
1
〉
で
は
、
祗
園
女
御
の
局
で
白
河
院
と

鉢
合
わ
せ
と
な
っ
た
忠
盛
は
逃
げ
た
も
の
の
、
持
っ
て
い
た
扇
を
忘
れ
て
出
た
。

院
は
そ
の
扇
を
取
り
、
女
御
を
問
い
詰
め
た
時
、
女
御
は
泣
く
泣
く
答
え
た
の

が
こ
の
歌
。
但
し
、
歌
は
空
白
と
な
っ
て
い
て
不
明
だ
が
、
前
後
の
内
容
か
ら

〈
四
2
〉
祗
園
女
御
の
方
に
初

参
の
折
の
短
連
歌

×

ａ
ｃ
ｄ
ｆ
ｉ

ⅳ
祗
園
女
御
＋
忠
盛

Ｂ

〈
闘
〉

祗
園
女
御
付
の
中
﨟

女
房
に
通
い
し
時
、

他
の
女
房
囃
す

〇

ｂ
ｃ
ｅ
ｈ
ｊ

ⅰ
中
﨟
女
房

Ａ

〈
延
〉

殿
上
口
で
祗
園
女
御

に
仕
え
る
中
﨟
女
房

の
袖
を
引
く

×

ｂ
ｃ
ｅ
ｆ
ｊ

ⅲ
忠
盛

Ｂ

〈
長
1
〉

御
所
の
女
房
の
も
と

に
扇
を
忘
れ
、
他
の

女
房
囃
す

〇

ａ
ｃ
ｅ
ｇ
ｊ

ⅰ
女
房

Ａ

〈
長
2
〉

殿
上
口
で
祗
園
女
御

に
仕
え
る
中
﨟
女
房

の
袖
を
引
く

×

ｂ
ｃ
ｅ
ｇ
ｋ

ⅲ
忠
盛

Ｂ

〈
盛
1
〉
殿
上
口
で
兵
衛
佐
局

の
袖
を
引
く

×

ｂ
ｃ
ｅ
ｇ
ｊ

ⅲ
忠
盛

Ｂ

〈
盛
2
〉

祗
園
女
御
付
の
中
﨟

女
房
に
通
い
し
時
、

他
の
女
房
囃
す

〇

ｂ
ｃ
ｅ
ｇ
ｊ

ⅰ
女
房

Ｂ

〈
屋
〉

仙
洞
の
女
房
の
も
と

に
扇
を
忘
れ
、
他
の

女
房
囃
す

〇

ｂ
ｃ
ｅ
ｇ
ｊ

ⅰ
女
房

Ａ

〈
覚
〉

仙
洞
の
女
房
の
も
と

に
扇
を
忘
れ
、
他
の

女
房
囃
す

〇

ａ
ｃ
ｅ
ｇ
ｊ

ⅰ
女
房

Ａ

①
梗
概

②
扇

③
歌

④
読
み
手

⑤
位
置

〈
四
1
〉

祗
園
女
御
の
方
で
白

河
院
と
鉢
合
せ
し
、

女
御
歌
を
詠
む

〇

空
白

ⅱ
祗
園
女
御

Ｂ
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し
て
も
、「
雲
間
（
井
）
よ
り
…
」
の
歌
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。〈
四
2
〉

は
、〈
四
1
〉
の
後
、
忠
盛
が
祗
園
女
御
を
賜
る
こ
と
に
な
っ
た
承
仕
法
師
の
一

件
が
記
さ
れ
た
後
に
、
忠
盛
が
初
め
て
祗
園
女
御
の
局
に
参
っ
た
折
の
逸
話
と
し

て
当
該
歌
が
引
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
忠
盛
と
祗
園
女
御
と
の
話
と
す
る
の
は

〈
四
〉
の
み
。〈
延
・
長
2
〉
も
、「
祗
園
女
御
ト
申
ケ
ル
幸
人
オ
ワ
シ
キ
。
彼
女

御
、
中
宮
ニ
中
﨟
女
房
ニ
テ
有
ケ
ル
女
ヲ
、
白
河
院
シ
ノ
ビ
被
召
一

事
有
ケ
リ
」

（〈
延
〉
巻
六―

六
一
オ
）
と
、
一
見
、
祗
園
女
御
は
中
宮
の
中
﨟
女
房
と
し
て
仕

え
て
い
た
か
の
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
こ
の
後
に
、
生
ま
れ
て
き
た
子
（
清
盛
）

を
、「
女
御
メ
ヅ
ラ
シ
キ
事
ニ
思
召
テ
、
少
キ
児
ト
ク
ミ
ム
ト
テ
、
産
ノ
内
ヨ
リ

若
キ
女
房
共
イ
ダ
キ
テ
遊
ケ
リ
」（〈
延
〉
同
六
三
ウ
）
と
あ
る
こ
と
や
、
こ
の
児

の
夜
泣
き
が
余
り
に
激
し
か
っ
た
た
め
、「
女
房
心
苦
キ
事
ニ
思
テ
、
人
ニ
取
セ

ム
ト
シ
ケ
ル
夜
、
女
御
ノ
夢
ニ
…
」
（〈
延
〉
同
六
三
ウ
～
六
四
オ
）
と
あ
る
点

か
ら
も
、忠
盛
が
通
っ
た
の
は
、祗
園
女
御
に
仕
え
る
中
﨟
女
房
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
点
は
、〈
闘
・
盛
2
〉
も
同
。
そ
の
他
、〈
盛
1
〉
で
は
、
白
河
院
の
寵
愛
を

受
け
る
兵
衛
佐
の
局
、〈
屋
・
覚
〉
で
は
、
仙
洞
の
女
房
に
忠
盛
は
通
っ
た
と
す

る
。
以
上
か
ら
し
て
も
、
忠
盛
が
通
っ
た
女
性
は
、〈
四
〉
の
よ
う
に
祗
園
女
御

で
は
な
く
、〈
闘
・
延
・
長
2
・
盛
2
〉
に
見
る
よ
う
に
、
祗
園
女
御
に
仕
え
る

女
房
と
す
る
の
が
古
態
本
文
で
あ
ろ
う
。
②
扇
。〈
四
1
・
長
1
・
盛
2
・
屋
・

覚
〉
で
は
、
扇
は
忠
盛
が
忘
れ
た
も
の
。〈
四
1
〉
で
は
、
白
河
院
が
そ
れ
を
見

つ
け
て
咎
め
、〈
屋
・
覚
〉
で
は
、
同
僚
の
女
房
が
そ
れ
を
見
て
囃
し
た
と
す
る
。

そ
の
点
、〈
闘
〉
の
場
合
は
、
そ
の
扇
が
、
女
房
の
も
の
な
の
か
、
忠
盛
の
も
の

な
の
か
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、〈
闘
〉
に
も
、〈
長
1
・
盛
2
・
屋
・
覚
〉
と

同
じ
く
「
憐
れ
、
出
で
所
を
知
ら
ば
や
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
扇
は

忠
盛
が
忘
れ
て
い
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
忠
盛
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
良

い
だ
ろ
う
。
③
歌
。
諸
本
は
歌
句
が
微
妙
に
異
な
る
。
初
句
か
ら
順
に
そ
の
異
同

を
記
す
と
、
表
の
よ
う
に
な
る
。
1
（
ａ
雲
井
よ
り
ｂ
雲
間
よ
り
）
2
（
ｃ
忠
盛

来
〔
た
・
つ
・
ぬ
〕
る
）
3
（
ｄ
月
影
に
ｅ
月
な
れ
ば
）
4
（
ｆ
お
ぼ
ろ
げ
な
ら

で
ｇ
お
ぼ
ろ
げ
に
て
は
ｈ
う
は
の
空
に
は
）
5
（
ｉ
人
に
知
ら
ゆ
な
ｊ
い
は
じ
と

ぞ
思
ふ
ｋ
あ
か
す
べ
き
か
は
）。
例
え
ば
、〈
延
〉
の
歌
ｂ
ｃ
ｅ
ｆ
ｊ
は
、
ｂ
雲
間

ヨ
リ
ｃ
タ
ヾ
モ
リ
キ
タ
ル
ｅ
月
ナ
レ
バ
ｆ
オ
ボ
ロ
ゲ
ナ
ラ
デ
ｊ
イ
ハ
ジ
ト
ゾ
思
フ

の
歌
と
な
る
。
初
句
で
は
、「
雲
井
よ
り
」
と
す
る
の
が
、〈
四
2
・
長
1
・
覚
〉。

「
雲
間
よ
り
」
と
す
る
の
が
、〈
闘
・
延
・
長
2
・
盛
1
・
盛
2
・
屋
〉。「
雲
井
よ

り
」
は
、「
殿
上
の
間
よ
り
」
と
解
し
う
る
こ
と
か
ら
、
忠
盛
が
殿
上
人
に
な
っ

て
以
降
の
歌
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、〈
四
2
〉
の
場
合
、
忠
盛
が
祗
園
女
御
の
局

に
初
め
て
来
た
時
の
話
で
あ
っ
て
、
忠
盛
が
殿
上
人
に
な
る
前
の
歌
と
考
え
ら

れ
、
初
句
は
「
雲
間
よ
り
」
と
あ
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
祗
園
女

御
を
白
河
院
か
ら
賜
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
前
話
の
承
仕
法
師
の
話
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
、
殿
上
人
と
な
る
以
前
の
永
久
の
頃
の
話
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
の
点
、

忠
盛
が
「
殿
上
ノ
番
勤
テ
祗
候
」（〈
延
〉
六
一
ウ
）
し
て
い
た
時
の
話
と
す
る

〈
延
・
長
2
・
盛
1
〉
の
場
合
は
、
殿
上
人
に
な
る
以
前
の
話
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
雲
間
よ
り
」
で
問
題
は
な
い
。〈
屋
・
覚
〉
は
、
前
話
の
「
有
明
の
…
」
が
、
忠

盛
が
備
前
守
の
頃
の
話
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
続
く
の
が
本
話
で
あ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
忠
盛
が
、
殿
上
人
に
な
っ
て
以
降
の
話
と
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、〈
覚
〉

の
「
雲
井
よ
り
…
」
が
良
い
か
。〈
覚
〉
で
は
、
こ
の
女
房
は
、
忠
度
（
一
一
四
四

年
誕
生
）
の
母
と
す
る
。〈
闘
〉
の
場
合
は
、
播
磨
守
で
あ
っ
た
時
の
前
話
に
続

い
て
、
当
該
話
が
続
く
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
忠
盛
が
殿
上
人
に
な
っ
て
以
降
の
話

か
。
以
上
か
ら
し
て
も
、「
雲
間
よ
り
…
」
が
古
い
形
態
を
留
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
（〈
四
全
釈
〉
巻
六―

一
四
二
頁
）。〈
闘
・
屋
〉
で
は
、
殿
上
人
に
な
っ
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て
以
降
の
話
と
し
て
、「
殿
上
の
闇
討
」
の
後
に
、
忠
盛
歌
話
の
一
つ
と
し
て
再

構
成
さ
れ
た
も
の
の
、
歌
句
に
つ
い
て
は
「
雲
間
よ
り
…
」
の
古
い
詞
章
を
残
す

の
で
あ
ろ
う
。
④
読
み
手
⑤
位
置
。
当
該
話
を
先
ず
読
み
手
に
よ
っ
て
分
類
す
れ

ば
、
次
の
四
と
お
り
。
ⅰ
女
房
、
ⅱ
祗
園
女
御
、
ⅲ
忠
盛
、
ⅳ
祗
園
女
御
と
忠
盛

に
よ
る
短
連
歌
。
ⅰ
の
話
の
梗
概
は
、
忠
盛
が
女
房
の
も
と
に
忘
れ
た
扇
を
、
仲

間
の
女
房
達
が
見
つ
け
囃
し
た
の
に
対
し
、
女
房
が
見
事
に
和
歌
で
切
り
返
し
た

と
い
う
も
の
。〈
闘
・
長
1
・
盛
2
・
屋
・
覚
〉
が
そ
う
だ
が
、
い
ず
れ
も
、
巻

一
の
「
殿
上
闇
討
」
の
後
（
⑤
の
Ａ
）
に
位
置
す
る
。〈
長
1
・
盛
2
・
屋
・
覚
〉

が
本
話
の
最
後
に
、「
似
る
を
友
と
か
や
の
風
情
に
、
忠
盛
も
す
い
た
り
け
れ
ば
、

彼
女
房
も
ゆ
う
な
り
け
り
」（〈
覚
〉
上―
一
一
頁
）
と
す
る
よ
う
に
、
忠
盛
も
そ

の
思
い
人
の
女
房
も
、
共
に
歌
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。〈
闘
〉
は
、
そ
の

結
語
を
欠
く
た
め
、
山
下
宏
明
の
「
こ
の
話
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
忠
盛
の
和
歌

に
関
す
る
話
か
ら
、
そ
の
思
い
人
の
同
じ
く
和
歌
に
す
ぐ
れ
て
い
た
話
へ
と
連
想

を
ず
ら
せ
た
も
の
で
、
そ
の
展
開
に
不
自
然
さ
は
な
い
け
れ
ど
も
、
忠
盛
そ
の
人

の
一
面
を
描
こ
う
と
す
る
主
題
か
ら
や
は
り
明
ら
か
に
逸
脱
を
見
せ
る
も
の
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
二
二
九
頁
）
と
の
評
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
意
図
は
や
や

分
か
り
づ
ら
い
が
、
そ
の
引
用
意
図
は
他
本
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
ⅲ
の
話
の
梗
概

は
、
殿
上
の
口
を
通
り
か
か
っ
た
女
房
の
袖
を
引
い
た
忠
盛
が
、
女
房
か
ら
歌
で

誰
何
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
忠
盛
は
「
雲
間
よ
り
…
」（
い
ず
れ
も
昇
殿
前
の
話
だ
か

ら
、「
雲
間
よ
り
…
」
が
良
い
）
の
歌
を
返
し
た
と
い
う
も
の
。
な
お
、
こ
の
後
、

秀
歌
を
愛
で
た
院
よ
り
、
忠
盛
は
、
そ
の
女
房
を
賜
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
話

に
展
開
す
る
。〈
延
・
長
2
・
盛
1
〉
が
そ
う
だ
が
、
い
ず
れ
も
、
巻
六
相
当
の

清
盛
出
生
秘
話
群
中
（
⑤
の
Ｂ
）
に
位
置
す
る
。
ⅱ
・
ⅳ
は
、〈
四
1
・
2
〉
が

該
当
。
い
ず
れ
も
相
手
の
女
性
を
祗
園
女
御
と
し
て
、
巻
一
の
「
殿
上
の
闇
討
」

の
後
に
挿
入
す
る
が
、
先
に
見
た
ⅰ
や
ⅲ
型
の
改
変
話
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
し

て
も
、
本
話
は
、
巻
六
相
当
の
清
盛
出
生
秘
話
群
中
に
あ
る
形
が
古
態
か
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
最
も
古
い
形
を
留
め
る
と
考
え
ら
れ
る
〈
延
〉
の
よ
う
に
、「
有

明
ノ
…
」
を
も
含
め
て
、
巻
六
相
当
の
清
盛
出
生
秘
話
群
中
に
置
く
形
を
古
態
と

考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
に
〈
延
〉
の
記
事
構
成
を
検
討
し
て

み
よ
う
。〈
延
〉
の
巻
六
「
十
七
　

大
政
入
道
白
河
院
ノ
御
子
ナ
ル
事
」
の
記
事

構
成
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。

　

古
人
ノ
申
ケ
ル
ハ
、
「
此
人
ノ
果
報
カ
ヽ
リ
ツ
ル
コ
ソ
理
ナ
レ
。
正
キ
白
河

院
ノ
御
子
ゾ
カ
シ
。

Ａ
　

「
其
故
ハ
、
彼
院
御
時
、
…
」
忠
盛
、
白
河
院
の
愛
人
の
女
房
（
祗
園
女
御

に
仕
え
る
中
﨟
女
房
）
の
袖
を
引
き
誰
何
さ
れ
る
も
、「
雲
間
ヨ
リ
…
」
の

歌
を
返
す
。
白
河
院
、
勅
勘
を
下
す
こ
と
な
く
、
忠
盛
の
秀
歌
を
愛
で
る
。

Ｂ
　

「
忠
盛
備
前
ノ
任
ハ
テ
ヽ
、
国
ヨ
リ
上
リ
タ
リ
ケ
ル
」
時
、
明
石
の
浦
の
月

を
白
河
院
よ
り
尋
ね
ら
れ
、「
有
明
ノ
…
」
の
歌
を
詠
む
。
院
、
こ
の
秀
歌

を
愛
で
、
心
を
懸
け
る
女
を
、
つ
い
で
あ
る
時
に
忠
盛
に
与
え
よ
う
と
思

う
。

Ｃ
　

「
去
永
久
ノ
比
」、
白
河
上
皇
、
若
い
殿
上
人
一
両
人
連
れ
て
、「
彼
御
所
」

へ
御
幸
。
前
方
よ
り
異
様
に
光
り
近
づ
く
者
を
、
忠
盛
捕
ま
え
る
に
、
灯

を
持
っ
た
承
仕
法
師
で
あ
っ
た
。
上
皇
は
、
忠
盛
の
冷
静
沈
着
な
振
舞
を

愛
で
、上
皇
の
子
を
宿
す
女
を
忠
盛
に
与
え
る
。
そ
の
生
ま
れ
た
子
が
清
盛
。

Ａ
に
見
る
「
女
房
」
が
、
Ｃ
で
忠
盛
が
上
皇
か
ら
賜
る
女
（
清
盛
の
母
）
で
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
両
話
は
、
忠
盛
が
殿
上
人
と
な
る
（
一
一
三
二
年
）
以
前
の
話
で

あ
る
。
Ｃ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
話
は
、「
永
久
ノ
比
」（
一
一
一
三
～
一
一
一
八
）
の

話
と
さ
れ
る
が
、
清
盛
の
誕
生
が
一
一
一
八
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
Ｃ
の
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話
は
、
永
久
末
年
の
頃
の
話
と
な
る
。
一
方
、
Ｃ
に
連
な
る
Ｂ
で
は
、
確
か
に
傍

線
部
に
見
る
よ
う
に
、
Ｃ
に
接
続
す
べ
く
、
編
集
句
を
記
す
が
、
忠
盛
の
備
前
守

の
任
が
終
え
た
（
史
実
に
よ
れ
ば
、
一
一
三
一
年
）
時
の
こ
と
と
す
る
よ
う
に
、

Ｂ
の
話
は
、
Ａ
や
Ｃ
よ
り
後
の
話
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
に
見
る
二
重
傍
線
部
「
彼

御
所
」
も
、
そ
の
前
に
、
Ｂ
の
話
が
あ
る
た
め
に
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

に
対
し
て
、〈
長
〉
が
、
Ｂ
を
巻
一
に
配
し
、
Ａ
と
Ｃ
を
直
結
さ
せ
て
、〈
延
〉
に

見
る
問
題
を
見
せ
て
い
な
い
点
か
ら
す
れ
ば
、〈
長
〉
に
原
態
を
見
る
こ
と
も
可

能
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、〈
長
〉
の
巻
一
に
は
、「
有
明
の
…
」
話
に
続
け
て
、〈
長

1
〉
の
「
雲
井
よ
り
…
」
話
が
続
く
。
つ
ま
り
、〈
長
〉
に
は
、
先
に
も
見
た
よ

う
に
、「
雲
間
（
井
）
よ
り
…
」
が
重
出
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
巻
一
で

は
「
有
明
の
月
も
…
」
話
に
続
け
て
、
昇
殿
後
の
話
と
解
す
る
た
め
、「
雲
ゐ
よ

り
…
」
と
し
、
巻
六
相
当
の
清
盛
出
生
秘
話
群
中
の
歌
話
で
は
、
昇
殿
前
の
話
と

解
す
る
た
め
「
雲
間
よ
り
…
」
と
同
じ
歌
を
書
き
分
け
て
引
く
よ
う
に
、〈
長
〉

に
は
、
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
編
集
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、〈
盛
〉
も
、

〈
延
〉
と
同
様
に
、
巻
二
十
六
の
清
盛
出
生
秘
話
群
中
（「
祗
園
女
御
」「
忠
盛
帰キ

人
」）
に
記
す
が
、
配
列
を
Ｃ
・
Ａ
と
し
て
、
Ａ
の
話
末
で
、
女
房
が
忠
盛
に
下

賜
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
後
、
生
ま
れ
た
子
清
盛
の
逸
話
（「
夜
泣
ス
ト
忠
盛

タ
テ
ヨ
…
」「
ホ
フ
程
ニ
イ
モ
ガ
ヌ
カ
子
モ
…
」
歌
話
）
の
後
に
、「
有
明
ノ
月
モ

…
」
歌
話
が
続
き
、
最
後
に
以
上
の
歌
話
を
受
け
て
、「
懸
人
ニ
テ
、
歌
ヲ
ヨ
ミ

懐
妊
ノ
女
房
ヲ
給
テ
、
皇
子
ヲ
我
子
ト
シ
ケ
ル
也
。
サ
テ
コ
ソ
太
政
入
道
モ
、
少

シ
去
事
ト
知
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
弥
悪
行
ヲ
バ
シ
給
ケ
リ
。
誠
ニ
モ
然
ベ
キ
事
ニ
ヤ
、

一
天
四
海
ヲ
掌
ニ
握
リ
、
君
ヲ
モ
ナ
ミ
シ
奉
リ
、
臣
ヲ
モ
誡
ツ
ヽ
、
始
終
コ
ソ
ナ

ケ
レ
共
、
都
遷
マ
デ
モ
シ
給
ケ
メ
」（〈
盛
〉
4―

一
一
七
～
一
一
八
頁
）
と
締
め

括
ら
れ
る
。
そ
の
記
事
構
成
は
、
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、

〈
延
〉
に
見
る
不
整
合
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
、〈
長
〉
と
は
異
な
る
試
み
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
、既
に
不
整
合
は
抱
え
込
ん
で
い
る
も
の
の
、

現
存
諸
本
の
中
で
は
、〈
延
〉
に
相
対
的
な
古
態
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
　

〇
顔
緩
げ
　

巻
一
下
に
も
見
え
る
用
法
「
流
石

に

被
レ

思
顔
緩

ク

」（
一
八
オ
）。
共

に
「
お
も
は
ゆ
」
と
訓
も
う
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
　

増
補
版
』（
笠
間
書
院
一
九
八
八
・
10
。
初
版
は
一
九
七
八
・
10
）

＊
鷹
尾
純
「『
平
家
物
語
』
の
和
歌
・
管
絃
話―

そ
の
位
置
に
よ
る
意
味―

」（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
二
、一
九
七
六
・
3
）

＊
高
橋
伸
幸
「
平
家
物
語
に
於
け
る
忠
盛
の
歌
に
就
き
て―

平
家
物
語
成
長
過
程
の
一
断
面―

」（
國
學
院
雑
誌
六
七―

三
、一
九
六
六
・
3
）

＊
谷
山
茂
「
平
家
物
語
と
異
本
忠
盛
集
」（
人
文
研
究
六―

五
、一
九
五
五
・
6
。『
谷
山
茂
著
作
集
六
　

平
家
の
歌
人
た
ち
』
角
川
書
店
一
九
八
四
・
11
再
録
）

＊
山
下
宏
明
「
平
家
物
語
の
流
伝―

諸
本
と
説
話―

」（
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
二
五
、一
九
七
八
・
3
。『
平
家
物
語
の
生
成
』
明
治
書
院
一
九
八
四
・
1
再
録
。

引
用
は
後
者
に
よ
る
）
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【
原
文
】

三
　

忠
盛仁

平

死二
年

去
後
清
盛
継
二

其保
元
年
〈
丙
子
〉
七
月

跡
栄
事
　

然
程

ニ

忠―

盛
ノ

朝
臣
仁
平
三
年
〈
癸
酉
〉
正
月
十
五
日
年

1

五
十
八
日

（
ヒ
） ニ

テ

失
玉
ヌ

清―

盛
為
二シ

カ
ハ

嫡―

男
一

継
其―

跡
一ヲ

保
元
々
年
〈
丙
子
〉
七
月
左―

大―

臣
頼―

長
ノ

卿
乱

シ

世
ヲ

（
一
）

給
シ

時

為
二シ

テ

安
芸
守
一ト

候
二て

御―

方
一ニ

有
勲―

2

功
一

遷
二テ

幡
磨
守
一ニ

同
三
年
〈
戊
寅
〉
任
二シ

大
宰
大
弐
一ニ

平
治
元
年
〈
己
卯
〉
十
二
月
右
衛
門
督
信―

頼
左―

馬―

頭
義―

朝
朝
臣
謀
叛
之
時
又
打―

平
二テ

凶―

徒
一ヲ

可
有
重

タ
ル

恩―

賞
一

人
ト
テ

永
暦
元
年
〈
庚
辰
〉
被
剱シ

ヨ

〔（
3

叙
）〕
二

正―

三―

位
一ニ

任
下

宰▽
九
ウ相

衛
府
督
検―

非
〔
違
〕
使
別
当
中
納
言
上ニ

剰
ヘ

至
二

承
相
位
一ニ

不
シ
テ

経
二

左
右
一ヲ

自

内―

大―

臣
一

上
カ

（
二ル
）

従
一
位
一ニ

雖
レ

非
二

大
将
一ニ

賜
二テ

兵―

杖
一ヲ

召
二

―

具
シ

随―

身
一ヲ

不
レト

モ

執
政
一

乗
輦レ

ン―

車
一ニ

出
（
二
）

入
ス

宮―

中
一ヲ

抑
大
政
大
臣
一
人

ヲ

為
師―

範
一ト

議
二

―

形
セ
リ

四―

海
一ニ

非
其―

ノ

人
一

者

即
云

ヘ
リ

闕
一ク

ト

非
ン
ハ

其
人
一

者
無
下ケ

リ

可
レ

黷
ル

官
上モ

然―

則
名
二ク

即―

闕
ノ

―

官
一ト

雖
然
（
一
）

官―

位
任
レ

心
一―

天
四―

海
ヲ

奉
ル

掌
内
一ニ

之
上
不
及
子―

細
一ニ

【
釈
文
】

　

三
　

忠
盛
死
去
〔
仁
平
二
年
〕
の
後
、
清
盛
其
の
跡
を
継
ぎ
て
栄
ゆ
る
事
〔
保
元
年
〈
丙
子
〉
七
月
〕

　

然
る
程
に
、
忠
盛

ノ

朝
臣
、
仁
平
三
年
〈
癸
酉
〉
正
月
十
五
日
、
年

1

五
十
八
に
て
失
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
清
盛
嫡
男
た
り
し
か
ば
其
の
跡
を
継
ぐ
。
保
元
元
年
〈
丙
子
〉
七

月
、
左
大
臣
頼
長

ノ

卿
、
世
を
乱
し
た
ま
ひ
し
時
、
安
芸
守
と
為シ

て
御
方
に
候
し
て
勲

2

功
有
り
し
か
ば
、
播
（
幡
）
磨
守
に
遷
つ
て
、
同
じ
き
三
年
〈
戊
寅
〉
大
宰
大
弐

に
任
じ
、
平
治
元
年
〈
己
卯
〉
十
二
月
、
右
衛
門
督
信
頼
・
左
馬
頭
義
朝
朝
臣
謀
叛
の
時
、
又
凶
徒
を
打
ち
平
げ
て
、
重
ね
た
る
恩
賞
有
る
べ
き
人
と
て
、
永
暦
元
年
〈
庚

辰
〉
正
三
位
に

3

叙
（
剱シ

ヨ

）
せ
ら
る
。
宰▽

九

ウ相
・
衛
府
督
・
検
非
〔
違
〕
使
の
別
当
・
中
納
言
に
任
じ
、
剰
へ
丞
（
承
）
相
の
位
に
至
り
、
左
右
を
経
ず
し
て
内
大
臣
よ
り
従

一
位
に
上
が
る
。
大
将
に
非
ず
と
雖
も
、
兵
杖
を
賜
り
て
、
随
身
を
召
し
具
し
、
執
政
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
輦レ

ン

車
に
乗
り
て
宮
中
を
出
入
す
。

　

抑
太
（
大
）
政
大
臣
は
一い

ち

人じ
ん

を
師
範
と
為
て
、
四
海
に
議
形
せ
り
。
其
の
人
に
非
ず
は
即
ち
闕
く
」
と
云
へ
り
。
其
の
人
に
非
ず
ん
ば
黷け

が

す
（
る
）
べ
き
官
に
て
も
無
か

り
け
り
。
然
れ
ば
則
ち
「
即
闕
の
官
」
と
名
づ
く
。
然
り
と
雖
も
、
官
位
心
に
任
せ
、
一
天
四
海
を
掌
の
内
に
奉
る
上
は
子
細
に
及
ば
ず
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
「
五
十
八
日

ニ
テ

」。「
日
」
に
朱
に
よ
る
ミ
セ
ケ
チ
記
号
。〈
闘
〉
に
は
、
墨
と
朱
に
よ
る
二
種
類
の
字
句
の
訂
正
等
が
あ
る
が
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
が
、

墨
の
場
合
は
欄
外
に
、
朱
の
場
合
は
、
字
句
の
横
に
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
墨
の
注
記
が
古
く
、
朱
の
注
記
は
、
書
写
・
校
合
の
折
に
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
だ
ろ

う
。
2
底
本
「

」
は
、「
功
」
の
俗
字
。
3
「
叙
」
は
朱
に
よ
る
訂
正
。

【
注
解
】
〇
忠
盛
死
去
〔
仁
平
二
年
〕

　

忠
盛
の
死
は
、
本
文
に
あ
る
よ
う
に
、
仁

平
三
年
〈
癸
酉
〉
正
月
十
五
日
、
五
十
八
歳
（『
本
朝
世
紀
』）。
現
存
す
る
巻
の

中
で
は
、
巻
一
上
の
目
録
に
の
み
、
年
月
日
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
注
記
の

多
く
は
、
本
文
を
参
照
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
該

当
箇
所
で
検
証
す
る
が
、
そ
の
付
注
態
度
は
必
ず
し
も
忠
実
な
も
の
で
は
な
く
、

い
く
つ
か
の
誤
り
や
脱
落
等
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
仁
平
三
年
を
二
年
と
誤

る
。
こ
う
し
た
誤
り
や
脱
落
は
、
転
写
過
程
に
お
い
て
で
は
な
く
、
付
注
当
初
か

ら
の
も
の
か
。
但
し
、
そ
れ
ら
の
付
注
は
、
巻
一
上
に
の
み
し
か
見
ら
れ
な
い
こ

と
や
、
幾
つ
か
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、〈
闘
〉
本
文
成
立
後
の
あ
る

書
写
段
階
に
お
い
て
付
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
　

〇
清
盛
其
の
跡
を
継
ぎ
て
栄
ゆ
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る
事
〔
保
元
年
〈
丙
子
〉
七
月
〕

　

「
保
元
年
〈
丙
子
〉
七
月
」
は
、
本
文
に
あ
る
「
保

元
々
年
〈
丙
子
〉
七
月
」
の
誤
り
。
保
元
の
乱
を
経
て
以
降
の
清
盛
の
繁
栄
を
言

う
。
平
家
の
栄
華
は
、
保
元
以
降
に
始
ま
る
と
い
う
認
識
は
、〈
闘
〉
に
も
、「
大

教
訓
」
の
場
面
で
の
重
盛
の
教
訓
に
、「
保
元
よ
り
以
来
廿
余
年
の
間
、
官
位
と

云
ひ
俸
禄
と
云
ひ
、
飽
く
ま
で
に
朝
恩
を
蒙
り
た
ま
ふ
」（
巻
一
上―

一
八
オ
）

と
見
え
る
。
　

〇
仁
平
三
年
〈
癸
酉
〉

　

本
節
に
も
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
そ

の
年
の
干
支
の
注
記
を
施
す
事
例
が
、
他
に
四
例
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
注

記
も
〈
闘
〉
に
は
多
数
見
ら
れ
る
。
各
巻
毎
の
所
収
状
況
を
、
以
下
表
に
し
て
示

そ
う
。

現
存
す
る
五
巻
併
せ
て
九
十
六
箇
所
に
わ
た
る
割
注
記
事
の
中
に
、
先
の
「
優
に

ぞ
」
で
見
た
五
例
の
割
注
記
事
は
含
ん
で
い
な
い
。
九
十
六
例
は
、
総
て
注
記
記

事
で
あ
る
。
ａ
の
人
物
注
記
と
は
、「
保
元
々
年
七
月
鳥
羽
法
〈
諱
云
宗
仁
〉
晏

駕
ノ

後
〈
七
月
二
日
御
年
五
十
四
〉
兵
革カ

ク

打
次
」（
一
上―

三
オ
）
の
、
鳥
羽
法
皇

の
諱
名
や
、
そ
の
崩
御
の
日
・
享
年
記
事
、
あ
る
い
は
、「
懐
島
権
守
景
能
〈
大

庭
権
守
景
宗
男
〉」（
一
上―

二
四
オ
）
の
よ
う
な
系
譜
記
事
や
、「
一
品
坊
昌
寛
〈
観

音
品
計
教
頼
朝
故
号
云
一
品
坊
也
〉」（
一
上―

二
四
ウ
）
の
よ
う
に
、
呼
称
の

謂
わ
れ
を
記
す
記
事
や
、「
雖
レ

被
二

主
上

ニ

申
一サ

〈
高
倉
院
歟
〉」（
一
下―

三
七
ウ
）

の
よ
う
に
、「
主
上
」
が
「
高
倉
院
」
で
あ
る
こ
と
を
特
定
す
る
記
事
等
多
様
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
本
文
記
事
に
対
す
る
注
記
記
事
で
あ
る
。
ｂ
干
支
記
事
。
当
該

記
事
に
見
る
よ
う
な
そ
の
年
の
干
支
を
注
記
し
た
も
の
。
ｃ
地
名
注
記
。
二
例
見

ら
れ
る
。「
頼
朝
十
三
時
平
治
元
年
十
二
月
廿
八
日
自
被
左
二

遷
当
国
一ニ〈
伊
豆
国
〉

以
来
」（
一
上―

一
九
ウ
）。
平
治
の
乱
の
折
、
頼
朝
流
罪
の
地
が
、
伊
豆
国
で
あ

る
こ
と
の
注
記
記
事
。「
渡
二テ

相
模
河

ノ

伊
与
瀬
一ヲ

〈
伊
与
瀬
奥
州
下
時
渡
故
名
伊
与

瀬
也
〉」（
巻
五―

七
オ
）。
京
都
に
禁
足
さ
れ
て
い
た
景
時
が
、
頼
朝
の
挙
兵
を

聞
き
、
都
を
抜
け
出
し
た
折
の
記
事
で
、
そ
の
途
中
に
訪
れ
た
「
伊
与
瀬
」
の
注

記
記
事
。
ｄ
そ
の
他
の
注
記
。
詳
細
は
当
該
箇
所
で
扱
う
が
、
全
七
例
を
概
観
し

て
み
よ
う
。
①
「〈
安
元
三
〉
同
六
月
一
日
夜
」（
一
下―

一
二
ウ
）。「
同
」
が
、

安
元
三
年
で
あ
る
こ
と
を
示
す
朱
に
よ
る
注
記
。
恐
ら
く
は
、
こ
の
後
に
触
れ

る
欄
外
注
記
者
に
よ
る
注
記
で
あ
ろ
う
。
②
「
世

に

有
下リ

云
二

四
恩
一

事
…
四

ニ

衆
生

ノ

恩
（
・
）〈
或
壇
施
恩
〉
也
」（
一
下―

一
八
ウ
） 

。
四
恩
の
内
の
衆
生
の
恩
は
、
あ
る

い
は
壇
施
の
恩
か
と
す
る
注
記
。
③
「
自
今
以
後
将
門
之
笠
験

ニ
ハ

可
レ

差
二

千
九
曜

之
旗
一ヲ

〈
今

ノ

世
ニ

号
二ス

ル

月
星
一ト

也
〉」（
五―

五
オ
）。「
千
九
曜
之
旗
」
の
注
記
。
④

「
相
模
国
住
人
梶
原
平
三
景
時
蒙
二

於
勅
勘
一ヲ

〈
奉
レ

隠
二

兵
衛
佐
一

故
有
二

其
聞
一

被
召

上
也
〉」（
五―

七
オ
）。
景
時
が
頼
朝
挙
兵
の
折
、
都
に
禁
足
さ
れ
て
い
た
事
情

を
語
る
記
事
。
割
注
記
事
に
、
本
文
で
は
記
さ
れ
な
い
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
点

注
意
さ
れ
る
。
⑤
高
祖
之
郎
等
云
張
良
一ト

者
行
二

項
羽
之
鴻
臚
之
城
一ニ

踏
二

開
門
戸
之

板
一ヲ

〈
被
（「
彼
」
の
誤
り
）

門
戸
非
百
人
一

不
開
雖
然
張
良
習
一
巻
書
一

究
二

三
略
術
一

長
弓
箭

道
一

故
助
レ

君
者
也
〉」（
五―

一
六
ウ
）。
頼
朝
の
佐
竹
討
伐
の
折
の
景
時
の
忠
臣

ぶ
り
を
、
高
祖
を
助
け
た
張
良
の
忠
臣
ぶ
り
に
譬
え
る
記
事
に
お
い
て
、
張
良
が

百
人
が
か
り
で
な
け
れ
ば
開
け
ら
れ
な
い
門
を
開
き
、
主
の
高
祖
を
救
い
得
た
理

ａ
人
物
注
記

ｂ
干
支
注
記

ｃ
地
名
注
記

ｄ
そ
の
他
の

注
記

総
計

一
上

四
一

二
二

一

〇

六
四

一
下

五

二

〇

二

九

五

六

三

一

四

一
四

八
上

二

〇

〇

〇

二

八
下

五

一

〇

一

七

総
計

五
九

二
八

二

七

九
六
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由
を
、
張
良
が
一
巻
の
書
を
習
い
、
三
略
の
術
を
も
究
め
、
弓
箭
の
道
に
長
け
て

い
た
た
め
と
す
る
。
⑥
「
抑
此
大
仏
殿

ト

申
者
人
王
四
十
五
代

ノ

帝
ミ
カ
ト

聖
武
天
皇
〈
諱

云
勝
宝
〉
御
時
天
平
六
年
〈
甲
申
〉
正
月
廿
一
日
東
大
寺

ノ

大
仏
以
金
銅
一ヲ

奉
二

鋳

始
一

孝
謙
天
皇

ノ

〈
諱
云
阿
倍
〉
御
宇
天
平
八
年
十
月
廿
四
日
終
レ

功
ヲ

畢
始
終
三
ケ

年
之
間

ナ
リ

〈
九
度
奉
鋳
〉」（
五―

二
七
オ
）。
東
大
寺
大
仏
殿
の
建
立
に
際
し
て

は
、三
年
経
過
し
た
中
で
、九
度
に
わ
た
っ
て
鋳
造
し
た
結
果
完
成
し
た
と
す
る
。

⑦
「
爰

ニ

横
山
党
人
見

ノ

四
郎

ト

云
者
黒
皮
摺

ノ

鎧
乗
二

葦
毛
馬

ニ

出
タ
リ

越
中
前
司
思

二

恠
ア
ヤ
シ

気
一

是
ハ

問
レケ

レ
ハ

誰
候
一ソ

ト

小
平
六
立
上

ア
カ
リ

見
レ

之
申
者
苦ク

ル
シ
ウ

不
候
一

則
綱
従
父
申
二

人

見
ノ

四
郎
一

者
ニ
テ

候
聞

ヘ

候
大
力

ノ

精
兵

ヨ

為ス

二ル

則
綱
三
十
人
所
為
一ヲ

者
也
〈
構
唐
（「
虚
」
の
誤
り
）

言
云
也
〉
則
綱
雖
被
討
候
一ト

敵
可
取
一

者
ニ
テ

候
則
綱
之
奉
レ

資
之
由
聞

ク

程
ニ
テ
ハ

努
々

不マ
シ

キ

奉
係
手
一ヲ

者
テ

候
心
安ス

ク

被
ト

思
食
申
」（
八
下―

一
五
ウ
）。「
盛
俊
討
た
れ
」
の

場
面
。盛
俊
に
助
け
ら
れ
た
猪
俣
則
綱
は
、従
父
の
人
見
四
郎
が
現
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
人
見
を
気
に
す
る
盛
俊
に
対
し
て
、
人
見
は
私
の
三
十
人
分
の
力
を
持

つ
男
だ
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
割
注
で
は
、
そ
れ
は
、
わ
ざ
と
嘘
を
つ
い
た

と
解
説
す
る
の
だ
が
、
盛
俊
の
注
意
を
人
見
に
向
け
さ
せ
る
べ
く
、
則
綱
は
そ
う

し
た
嘘
を
つ
い
た
と
解
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
注
記
を
、
本
文
で
は
な
く
、

割
注
の
形
で
記
す
の
が
、〈
闘
〉
の
一
つ
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
さ
て
、
こ
れ
ら

の
割
注
に
よ
る
注
記
の
総
て
が
、〈
闘
〉
の
成
立
当
初
か
ら
あ
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。
表
に
見
る
よ
う
に
、
注
記
の
大
半
が
巻
一
上
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
享
受
さ
れ
る
際
、
巻
一
上
に
集
中
的
に
付
け

ら
れ
た
注
が
、
転
写
の
際
に
、
割
注
と
い
う
形
で
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
現
存
の
〈
闘
〉
に
も
、
欄
外
注
記
の
形
で
い
く
つ
か
の
注
が
付

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
1
「
廿
九
日
夜
〔
安
元
三
年
五

月
廿
九
日
〕」（
一
下―

一
二
オ
）。
欄
外
注
は
、〔
　

〕
に
入
れ
て
示
す
。「
廿
九

日
」
が
、
安
元
三
年
五
月
で
あ
る
こ
と
を
示
す
朱
の
注
。
先
の
①
の
「
同
」
が
、

安
元
三
年
で
あ
る
こ
と
を
示
す
朱
に
よ
る
注
記
と
同
じ
筆
記
者
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
2
「
引
二

上
成
親
卿
於
板
敷
之
上
一

楹
〔
楹
者
押
籠
也
〕二
一
間
所
（
一
）

」

（
巻
一
下―

一
三
オ
）。「
楹
」
の
訓
が
「
押
し
籠
め
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ

の
よ
う
に
、
訓
や
意
味
に
関
わ
る
欄
外
注
は
、
こ
れ
以
外
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、〈
闘
〉
は
、
享
受
さ
れ
る
時
に
、
あ
る
い
は
転
写
さ
れ
る
時
に
、

何
度
に
も
わ
た
っ
て
、
欄
外
注
や
傍
記
の
形
で
注
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
現
存
の
〈
闘
〉
に
は
、
そ
う
し
た
何
層
に
も
わ
た
る
加
注
を
想
定

す
べ
き
だ
ろ
う
。
今
一
つ
明
ら
か
と
な
る
の
は
、〈
闘
〉
に
は
、
四
箇
所
（
一
下

―

九
オ
・
八
上―

四
ウ
・
同
一
〇
オ
・
八
下―

三
二
オ
）
に
わ
た
っ
て
、
曲
節

譜
記
が
見
ら
れ
る
が
、〈
闘
〉
が
、
語
ら
れ
る
本
文
と
し
て
生
成
し
た
も
の
で
な

い
こ
と
は
、
割
注
記
事
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
詳
し
く
は
当
該
箇
所

で
検
討
す
る
が
、
語
り
系
本
文
を
部
分
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
早

川
厚
一
）。
　

〇
左
大
臣
頼
長
卿
、
世
を
乱
し
た
ま
ひ
し
時
…
　

保
元
の
乱
を
、

頼
長
の
謀
反
と
す
る
の
が
、〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
覚
〉。
に
対
し
て
、

〈
屋
〉
は
、「
主
上
上
皇
御
代
ヲ
諍
ハ
セ
給
シ
時
」（
八
オ
）
と
、
後
白
河
天
皇
と

崇
徳
院
の
御
国
争
い
と
捉
え
る
。〈
盛
全
釈
〉（
四―

三
頁
）
参
照
。
鹿
谷
の
乱
や

山
門
事
件
、
以
仁
王
の
挙
兵
等
を
、
清
盛
を
始
め
と
す
る
平
家
の
人
々
の
悪
行
に

対
す
る
、
後
白
河
院
側
近
の
私
怨
や
以
仁
王
の
野
望
が
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
と
記
す
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
、
保
元
の
乱
も
、
頼
長
の
野
望
に
よ
る
謀

反
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
平
治
の
乱
も
、
信
頼
と
義
朝
の
謀
反
と
解

す
る
歴
史
観
と
も
重
な
る
。〈
延
〉
で
は
、
こ
の
後
も
、
保
元
の
乱
を
一
貫
し
て

頼
長
の
謀
反
と
す
る
。

・
讃
岐
院
御
追
号
ア
リ
。
崇
徳
院
ト
申
ス
。
此
院
ト
申
ハ
、
去
ヌ
ル
保
元
々
年
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ニ
、
悪
左
府
頼
長
公
ノ
勧
ニ
依
テ
、
世
ヲ
乱
リ
マ
シ

く
シ
御
事
也
（
巻
二

―

一
〇
六
ウ
）

・
去
保
元
々
年
七
月
、
宇
治
左
大
臣
頼
長
公
世
ヲ
乱
リ
給
シ
時
、
安
芸
守
ト
テ
御

方
ニ
勲
功
ア
リ
シ
カ
バ
、
幡
磨
守
ニ
被
移
一

テ
、
彼
国
ヘ
下
向
セ
ラ
ル
（
巻
四

―

一
一
三
オ
）

〇
同
じ
き
三
年
〈
戊
寅
〉
大
宰
大
弐
に
任
じ
　

清
盛
の
太
宰
大
弐
任
官
は
、
保
元

三
年
（
戊
寅
）
八
月
十
日
（〈
補
任
〉・『
兵
範
記
』
等
）。
　

〇
永
暦
元
年
〈
庚
辰
〉

正
三
位
に
叙
せ
ら
る
　

清
盛
の
正
三
位
叙
任
は
、
永
暦
元
年
（
庚
辰
）
六
月
二
十

日
。
平
治
の
乱
の
際
の
六
波
羅
行
幸
に
対
す
る
恩
賞
（〈
補
任
〉
永
暦
元
年
）。〈
盛

全
釈
〉（
四―

四
頁
）
参
照
。
　

〇
宰
相
・
衛
府
督
・
検
非
違
使
の
別
当
…
　

清

盛
の
宰
相
以
降
の
主
な
任
官
を
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
宰
相
（
参
議
）
永

暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
八
月
十
一
日
任
、
右
衛
門
督
同
年
九
月
二
日
任
、
検
非
違

使
別
当
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
一
月
二
十
三
日
任
、
権
中
納
言
同
年
九
月
十
三

日
任
、
皇
太
后
宮
権
大
夫
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
四
月
七
日
任
、
権
大
納
言
長

寛
三
年
（
一
一
六
五
）
八
月
十
七
日
任
、
内
大
臣
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
十
一

月
十
一
日
任
、
従
一
位
太
政
大
臣
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
月
十
一
日
任
。

権
大
納
言
任
官
を
記
す
の
は
、〈
長
・
盛
・
屋
・
覚
〉。〈
四
・
闘
・
延
・
南
〉
が

欠
く
理
由
不
明
。
　

〇
従
一
位
に
上
が
る
　

〈
四
・
延
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
〉
に

は
、〈
延
〉「
大
政
大
臣
ニ
上
ル
」（
巻
一―

二
三
オ
）、〈
覚
〉「
太
政
大
臣
従
一

位
に
あ
が
る
」（
上―

一
一
頁
）
の
よ
う
に
、
太
政
大
臣
任
官
記
事
が
あ
る
。
一

方
、〈
闘
〉
と
同
様
に
、
太
政
大
臣
任
官
記
事
を
欠
く
の
が
、〈
長
〉。〈
長
〉「
中

納
言
、
大
納
言
に
な
り
あ
が
る
。
兵
杖
を
賜
て
、
大
将
に
あ
ら
ね
ど
も
随
身
を

召
具
す
」（
1―

二
七
頁
）。〈
長
〉
は
、
内
大
臣
任
官
・
従
一
位
叙
位
の
件
も
欠

く
。〈
闘
・
長
〉
に
は
、
太
政
大
臣
任
官
記
事
の
脱
落
が
あ
る
。
こ
の
後
に
、
兵

仗
・
輦
車
の
宣
旨
の
件
が
記
さ
れ
る
し
、
さ
ら
に
「
抑
太
政
大
臣
は
一
人
を
師
範

と
為
て
…
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
。
な
お
、
太
政
大
臣
は
、
最
高
官

職
で
は
あ
る
が
、
名
誉
職
的
な
地
位
で
あ
っ
て
、
辞
任
後
前
太
政
大
臣
と
か
前
大

相
国
の
名
で
、
政
界
に
隠
然
た
る
力
を
振
る
う
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
重
視
さ
れ
て

い
た
。
清
盛
も
ま
た
、
僅
か
三
ヶ
月
後
の
、
こ
の
年
の
五
月
十
七
日
に
辞
任
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
清
盛
の
内
大
臣
・
太
政
大
臣
へ
の
昇
進
と
辞
任
は
、
清
盛

が
公
的
に
は
中
央
政
界
か
ら
引
退
し
、
重
盛
に
家
督
を
譲
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

一
連
の
形
式
的
人
事
だ
っ
た
か
と
さ
れ
る
（
高
橋
昌
明
六
八
～
七
〇
頁
、
川
合
康

二
四
頁
）。
　

〇
大
将
に
非
ず
と
雖
も
、
兵
杖
を
賜
り
て
、
随
身
を
召
し
具
し
　

摂
関
や
大
臣
大
将
、納
言
及
び
参
議
で
大
将
を
兼
ね
る
者
は
、兵
仗
宣
下
を
受
け
、

随
身
を
許
さ
れ
た
。
清
盛
は
、
大
将
を
兼
ね
る
こ
と
な
く
、
太
政
大
臣
の
ま
ま
で

兵
仗
宣
下
を
受
け
、
随
身
を
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
随
身
の
数
も
、
執
政
の
人
と
対

等
の
処
遇
で
あ
っ
た
。〈
盛
全
釈
〉（
四―

五
～
六
頁
）
参
照
。
　

〇
執
政
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
、
輦
車
に
乗
り
て
宮
中
を
出
入
す
　

輦
車
に
乗
っ
て
宮
中
を
出
入
と
す

る
の
は
、〈
盛
・
屋
〉
同
。〈
四
・
延
・
長
・
南
・
覚
〉
は
、「
牛キ

ツ

車シ
ヤ

・
輦レ

ン

車シ
ヤ

ノ
宣

旨
ヲ
蒙
テ
、
乗
ナ
ガ
ラ
宮
中
ヲ
出
入
ル
。
偏
ヘ
ニ
執
政
ノ
人
ノ
如
シ
」（〈
延
〉
巻

一―

二
三
ウ
）
の
よ
う
に
、「
牛
車
・
輦
車
の
宣
旨
」
を
蒙
っ
た
と
す
る
。
し
か

し
、
摂
関
以
外
は
牛
車
が
す
ぐ
に
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
先
ず
輦
車
が
許
さ
れ

た
後
に
牛
車
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
清
盛
も
、
当
日
の
記
録
『
玉
葉
』
や
『
山

槐
記
』
に
牛
車
の
宣
旨
が
確
認
で
き
な
い
よ
う
に
、
先
ず
は
輦
車
が
許
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。〈
盛
全
釈
〉（
四―

六
頁
）
参
照
。〈
四
・
延
・
長
・
南
・
覚
〉
は
、

こ
の
時
、
清
盛
は
摂
関
に
し
か
許
さ
れ
な
い
牛
車
を
許
さ
れ
た
と
し
、
そ
の
処
遇

は
ま
る
で
摂
関
の
よ
う
だ
と
解
す
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
実
は
、
清
盛
が
、

大
将
を
兼
ね
る
こ
と
な
く
、
太
政
大
臣
の
ま
ま
で
兵
仗
宣
下
を
受
け
、
随
身
の
数
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【
引
用
研
究
文
献
】

＊
川
合
康
『
源
平
の
内
乱
と
公
武
政
権
』（
日
本
中
世
の
歴
史
3
。
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
九
・
11
）

＊
高
橋
昌
明
『
平
清
盛
　

福
原
の
夢
』（
講
談
社
二
〇
〇
七
・
11
）

＊
早
川
厚
一
「「
源
平
闘
諍
録
」
と
真
字
表
記
」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
（
人
文
・
自
然
科
学
篇
）
一
九―

2
、
一
九
八
三
・
3
）

【
補
記
】

〇
（
凡
例
追
加
）

　

以
後
、〈
長
〉
本
文
と
し
て
、
利
便
性
を
考
え
、『
長
門
本
平
家
物
語
　

一
～
四
』（
勉
誠
出
版
二
〇
〇
四
・
6
～
二
〇
〇
六
・
6
）
を
用
い
る
。

　
　

（
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
度
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
奨
励
金
に
よ
る
成
果
の
一
つ
で
あ
る
）

も
、
執
政
の
人
と
対
等
の
処
遇
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
執
政
ノ
人
ノ
如
シ
」
と
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
清
盛
に
輦
車
が
先
ず
許
さ
れ
た
の
は
、
違
例
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
意
味
で
は
、〈
盛
〉
が
「
大
将
ニ
ア
ラ
ネ
共
、
兵
杖
ヲ
賜
テ
、
随
身
ヲ

召
具
シ
テ
、
執
政
ノ
人
ノ
如
シ
。
輦
車
ニ
乗
テ
、
宮
中
ヲ
出
入
ス
。
偏
ニ
女
御
入

内
ノ
儀
式
也
」（
1―

四
一
頁
）
と
記
す
の
は
、
史
実
に
忠
実
に
記
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
そ
の
点
、〈
闘
・
屋
〉
が
、
共
に
「
牛
車
」
を
欠
き
「
輦
車
」
し
か

記
さ
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈
屋
〉「
大
将
ニ
ア
ラ
ネ
ト
モ
・
兵
杖
ヲ
給
テ
随

身
ヲ
召
シ
具
ス
、
輦レ

ン

車
ニ
乗
テ
宮
中
ヲ
出
入
ス
、
偏
ニ
執シ

ツ

政
ノ
臣
ノ
如
シ
」（
一
六

頁
）
と
、傍
線
部
を
〈
四
・
延
・
長
・
南
・
覚
〉
と
同
様
に
記
す
の
は
、〈
四
・
延
・

長
・
南
・
覚
〉
の
よ
う
に
「
牛
車
・
輦
車
」
と
す
る
形
が
先
行
し
、
そ
れ
を
史
実

に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
形
が
〈
闘
・
屋
〉
で
、
さ
ら
に
整
斉
さ
れ
た
形
が
〈
盛
〉

で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
か
。
　

〇
然
れ
ば
則
ち「
即
闕
の
官
」と
名
づ
く 

　

 

〈
延
・

長
・
南
・
屋
・
覚
〉
同
。
こ
の
前
の
、「
其
人
無
ク
ハ
即
闕
ヨ
」（〈
延
〉。〈
四
・

闘
・
長
・
南
・
屋
・
覚
〉
同
）
を
受
け
る
文
。
　

〇
掌
の
内
に
奉
る
上
は
　

「
奉
る
」

不
審
。〈
延
・
長
〉「
掌
ノ
内
ニ
ア
ル
上
ハ
」（〈
延
〉
二
三
ウ
）、〈
南
・
屋
・
覚
〉

「
掌

タ
ナ
コ
ヽ
ロノ

内
ニ
拳ニ

キ

リ
給
フ
上
ハ
」（〈
屋
〉
一
七
頁
）。「
奉
」
は
、「
拳
」
の
誤
り
か
。

と
す
れ
ば
、「
掌
の
内
に
拳に

ぎ

（
奉
）
る
上
は
」
と
訓
む
こ
と
に
な
る
。
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